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1　は　じ　め　に

桑園の生産性向上を図る普通桑園の株下げ樹勢更新と桑

を畦問中央に補植する密植化桑園1）は，経費と労力がかか

らない簡易な方法である。これにより．跨畦式の粂桑刈取

機の導入を可能としたが，反面，この方法では広畦を必要

とする畦間走行式の粂桑刈取機（信光H型・TZ型等）は

導入できない。

このため，既存株に桑苗を寄畦柿植2）して畦間走行式条

桑刈取機の利用を可能とした寄畦多植化方法について検討

した。

2　試　験　方　法

（1）改造方法

当場の構内開場において，植付け16年目の普通桑園（桑

品種：改良鼠返，畦間2．Omx株間0．8町面積16a）を1990

年4月にダウンカッター及びチェンソーを用いて主幹部を

地際伐採した。また，土壌改良材として10a当たり粗砕石

灰石4t．熔燐200kgを植え満となる場所に半量施用した後，

溝掘りを兼ねて土壌混和し，残りは畦間に施用しロータリー

により攫拝した。植溝は既存株より30cm離れた場所にトレ

ンチャーを用いて深さ50C血に掘り，この溝に廃粂姦沙堆肥

を10a当たり2tを施用した後，桑苗により寄畦補樽を行っ

た。改造後の年間施肥成分量は10a当たりN40kg．P205

21kg，K2027kgとして，春肥にN成分の70％相当量を桑専

用粒状肥料で施し，不足分は夏肥に単肥で補正して施用し

た。

（2）試験区の構成

既存株を株下げ樹勢更新した株下株（対照区）と株下げ

た株に寄畦捕植した区を設け，捕植方法で苗木捕植区と苗

木横伏区に分けた。さらに∴捕植する品種は「ゆきしのぎ」，

「しんけんもち」，「あおばねずみ」を用いて，表1のとお

り設定した。

表1　試験区の概要

試験区
栽植距離 （m ） 植付本数 （本／10 a）

既存株　　 補植株 既存株 輔植株　 計

株下区 （対照区） 2．0×0．8 625　　 －　　　 625

株下＋宙木浦植区 （1．7×0．8）＋（0．3×0．4） 625　 1．250 1，875

′′＋苗木槙伏区 （1．7×0．8）＋（0．3×0．8） 625　　 625 1，250

13）調査方法

改造桑園における1－3年目の収彙量及びH型条桑刈取

機による収穫状況について調査した。また，桑の収穫時期

と収穫方法は表2のとおりとした。

裏2　桑収穫方法及び収穫月日

収 穫

（各区共通）

改造 1 年日 改造 2 －3 年目

夏 蚕 期 晩々秋姦糊 夏 蚕 期 晩々秋姦期

既 存株
地際30cm残

7 月18 日

再発10cIn残

10月 2 日

地際30皿残

7 月24日

再発10cm残

9 月18日

補 植株
地隙80cm残 地際30cm残 再発10cIn残

9 月21日 7 月24 日 9 月18日

3　試験結果及び考案

寄畦による多植化方法は，既存株と補植株の生育が競合

する恐れがある。このため，改造当年の桑収穫方法におい

ては，補植株が日陰にならないよう生育の旺盛な既存株を

夏蚕期に収穫し，この再発芽枝条を晩々秋蚕期に収穫する

年2回とし，補植株は晩々秋姦期の年1回収穫とした。こ

れにより捕植株の生育には支障がみられなかった。

なお，植付後16年を経過した桑を株下げ樹勢更新した結

果（表3）改造当年の不発粂株は1．7％に留まり，株下げ

による故障株の発生は少なかった。

表3　株下げ樹勢更新株の生育状況

調査株数 発条株の状況 生育の状況

240

発条株 不発条株 良 並 劣

236 4 50 160 26

（100％） （98．3） （1．7） （2 1．2） （67．8） （11．0）

注．改良鼠返、樹齢16年、調査月日：1990．11．13

改造2年目以降の桑収穫方法は既存株，捕植株ともに夏

蚕期と晩々秋姦期の年2回収穫とした。改造3年目の収葉

量（図1）は株下区に対して，株下＋補植区が141－165の

指数となり多収であった。輔植品種を比べると，あおばね

ずみ＞しんけんもち＞ゆきしのぎの順となり，しんけんも

ち・あおばねずみの捕植株が3年目で既存株より多い収菓

量となったことが注目される。補植方法別では1年目は苗

木補椿の収葉量が多いが，3年目では苗木槙伏せとの大き

な差はみられなかった。したがって，造成経費の軽減を考

えると補植本数の少ない苗木桟伏せが得策と考えられるが，

反面，生育初期の雉草書等を受けやすい面もあるため実施
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図1　改造3年目の桑収葉量（1992年）

にあたっては適正な管理が必要となる。

寄畦多植化改造によって，広畦を必要とする粂桑刈取機

導入の可否については次のとおりであった。供試した粂桑

刈取機（H－MS500）は最小1．5mの畦間を必要とするが，

改造後の畦間は1．7m確保されており機械の収穫走行には

支障がなく，改造3年目の圃場における地際40－50cm残し

一斉伐採の収穫時間は，10a当たり約3時間を要した。

なお，改造桑園の機械収穫は既存株・捕植株とも株の定ま

る2年目以降に実施するのが適当と思われる。

4　ま　と　め

畦問走行式粂桑Xll取機の導入を前提とした普通桑園の株

下げ樹勢更新と苗木の寄畦補横による多植化改造桑園につ

いて検討を加えた。

（1）寄畦多植化改造桑園は造成当年から収葉最が多く．

単に株下げ樹勢更新した桑匡＝こ比べて，3年目で40～60％

の増収となった。

（2）寄畦多権化改造によって広畦を必要とする畦間走行

式粂桑刈取械（信光H型．TZ型等）の導入が可能となる。
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